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新型コロナの影響で休診
した場合はご連絡ください

長野県保険医協会では、災害等見舞金規
定により会員医療機関が新型コロナなど
指定感染症の影響で休診した場合にお見

舞金を支給しています。会員本人が感染したかどうかに関わらず、新型コロナ
等の影響により休診した場合に、半期（4 ～ 9 月、10 ～ 3 月）に１回に限り
１万円を支給します。2021 年３月 17 日以降の休診が対象です。該当する場合
は事務局（Tel. 026-226-0086）までご連絡ください。

　2 月 16 日、県保険医協会は長野県
選出国会議員の議員室を回り、保険証
廃止の撤回等を求めて要請懇談を行っ
た。要請内容は、（１）保険証廃止方
針の撤回、（２）後期高齢者医療制度
の保険料を引き下げること及び負担増
の中止、（３）オンライン資格確認シ
ステム導入義務化に伴う経過措置の届
出要件の緩和など。羽田次郎議員が懇
談に応じた他、神津議員、務台議員は
秘書が応じた。
　また、当日は保団連主催の「ストッ
プ！負担増」国会内集会にも参加。オ
ンライン資格確認ついては、医師・歯
科医師らと議員が「保険証廃止はあり
えない！」と書かれたプラカードを掲
げ、義務的な政策に異を唱えた。
　医療費の負担増については、県保険
医協会の林副会長が長野県からの報告

として、昨年秋から実施しているアン
ケートはがきに寄せられた患者の悲痛
な声を全国に共有し、「今こそ、地域
の人々と共にある保団連の存在意義を
問われるときはありません。これらの
声に応えられるように頑張りましょ
う」と参加者に呼び掛けた。集会に
は下条みつ議員ら 6 名の議員が激励
に駆け付けたほか、参加者は現地会場
82名、Web接続は36カ所からあった。

羽田議員（左）へ要請書をを提出
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「保険証廃止はありえない！」プラカードを掲げる議員、医師・歯科医師ら

　長野協会を含む保団連北信
越ブロックの協会・医会は 2
月 9 日、在宅医療を推進す
るための要請及び要求内容に
ついて懇談を行った。杉尾秀
哉参議院議員が紹介議員とな
り、厚労省保険医療課から 3
名が懇談に応じた。保団連の
北信越ブロックからは医師 3

名ほか事務局員が参加した。
　懇談内容は、事前に送付していた在
宅医療に係る全 32 項目の要求内容の
内、重点項目とする 6 項目。結果と
して厚労省は医療現場の実情に概ね理
解は示したものの、いずれの回答も「必
要に応じて中医協で議論していく」に
留まった。要請内容、厚労省回答の詳
細は次号にて紹介する。

2/16 保険証廃止の撤回等を求め議員懇談

定期総会のお知らせ
長野県保険医協会は第 44 回定期総会を 3 月 21 日（火・祝）に開催します。

総会議事、記念講演は Web 及び会場のハイブリッド形式で行います。懇親会も
3 年ぶりに行います。2 月下旬に議案書を送付しましたので、ぜひご参加くださ
い。出席が難しい先生につきましては委任状の提出をお願いします。
日　時：３月 21 日（火・祝）
　総会議事 12：45 ～ 14：15（Web 参加・視聴可能）
記念講演 14：30 ～ 16：30（Web 参加・視聴可能）

　　　講師：荻原　博子　氏（経済評論家・ジャーナリスト）
　　　　　　「危機に直面する日本の医療 ～保険証廃止の無謀～」
懇親会　 16：45 ～

会　場：松本アルピコプラザホテル、Zoom ウェビナー

いずれも

参加無料
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請願事項
・75 歳以上の窓口負担を 1 割にすること
・保険料、介護の利用者負担引き上げをしないこと
・医療、介護への国の予算を増額すること
実施期間：2023 年 5 月まで
注文受付（無料）：署名用紙、リーフレット、署

名ハガキ入ポケットティッシュ（1 箱まで無料）

⇩負担増ストップ！国民の医療と介護を守る緊急請願署名

請願事項
・現行の健康保険証の廃止方針を撤回すること
実施期間：2023 年 5 月まで
注文受付（無料）：署名用紙、リーフレット

請願事項
・窓口負担割合を下げて下さい
・保険適用の歯科医療の範囲を広げて下さい
・歯科医療への国の予算を大幅に増やしてください
実施期間：2023 年 5 月まで
注文受付（無料）：署名用紙、リーフレット、署

名ハガキ入ポケットティッシュ（1 箱まで無料）

⇩保険でより良い歯科医療を求める請願署名

⇩健康保険証を廃止しないことを求める請願署名
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